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概　要
　本研究の目的は，認知症高齢者のこれまでの人生や現在の思い，今後の希望について聴き取り，そ
の結果を【メモリーブック】として媒体にまとめ，本人やケアを行うスタッフと共有し，生活に反映
させ，その効果を明らかにすることである．2015 年８月から９月までの間，石川県内のグループホー
ムに入所する６名の認知症高齢者を対象に，半構成的面接法により聴き取りを行い，【メモリーブック】
を作成した．時系列に，実施前，聴き取り期間，【メモリーブック】完成時，２週間後の４段階に分け，
メモリーブック作成過程における認知症高齢者の客観的な変化を記録し，認知機能や意欲の推移につ
いてスケールを用いて測定した．この結果，【メモリーブック】を用いた関わりは，認知機能の向上，
意欲の向上につながることが推察された．また，これまでの人生（過去），現在，未来に焦点を当て
た関わりは，認知機能の低下を抑止し , 機能維持に効果的であることが示唆された．
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１．はじめに 
平成 26 年度版高齢社会白書によると，平成 25
年の 65 歳以上の高齢者人口は過去最高の 3,190
万人となり，総人口に占める高齢者人口の割合は
25.1％と過去最高になったと報告されている  1）．
高齢化とともに認知症に罹患する人も増加してお
り，わが国の認知症高齢者は，2015 年の時点で
462 万人と推計され，2025 年には約 700 万人に
上ると算出されている  2）．今後，介護施設や医療
施設においても，認知症高齢者が増加していくと
予測される．
千田ら  3）は，認知症によって引き起こされる
認知障害，行動障害，コミュニケーション障害な
どが，看護実践において看護師に困難を生じさせ
ると指摘している．山田  4）は , ケアを行う上で，
身体状態の理解のみならず，認知症高齢者一人ひ
とりの生活史を知ることが重要であるとしてお
り，生活史をヒントに認知症高齢者が得意なこと
を引き出すことが自信を取り戻すきっかけになる
ことがあると言及している．生活史を知る方法と
して，回想法が注目されており，高齢者の過去を
踏まえてコミュニケーションを図ることで , 関係
性が改善されることが明らかとなっている .
海外では，1960 年代にアメリカの精神科医
Robert Butler により回想法が提唱され，世界中
で広がった  5）．回想法とは，対象者が過去の出来
事を聴き，情動的側面を改善したり，対人関係の
形成をめざしたりする援助の方法である  5）．
Bourgeois 6）は，生い立ちから現在までの生活史
を患者自身の言葉と写真などの視覚的情報で綴る
メモリーブックを考案している  7）．日本でも回想
法やメモリーブックを取り入れた研究が取り組ま
れている．黒川  8）は回想法の具体的手法をまとめ，
その効果を明らかにしている．六角  9）は，認知
症高齢者の自分史をケアに活用した研究におい
て，認知症高齢者が生活史を語ることで，対人的
な相互作用や情緒の安定などに効果があるとして
いる．志村ら  10）も自分史を生かした認知症高齢
者との関わりを報告し，その有用性を明らかにし
ている．また，松田ら  11）は認知症高齢者の「個
人史」を冊子として作成し，ケアの質向上につな
がったと報告している．
しかし，これらの研究や取り組みの多くが認知
症高齢者のこれまの人生や職業等のライフイベン
トに焦点を当てたものであり，食事や排泄，清潔
行動などの日常生活行動において本人が望む生活
環境，時間帯や方法・嗜好，今後の希望について
重視した取り組みはみられなかった．認知機能や
精神機能が低下した認知症高齢者は，療養環境や
生活スタイルの変化といった新たな状況に適応す
ることは難しい  12）．生活状況の変化はストレス
や恐怖感を与え，徘徊，ケアの拒否，転倒等の生
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活上の障害に繋がる恐れがある．認知症高齢者の
ストレスの軽減には，これまでの人生を踏まえた
上で，その人が培ってきた生活習慣や本人の希望
を現在の生活に取り入れる事がより有効となるの
ではないかと考える．
そこで本研究の目的は，認知症高齢者の自分史
のみに留まらず，現在の生活への思い，今後の希
望についても聴き取り，その結果を【メモリーブッ
ク】として媒体にまとめ，本人・スタッフと共有
し，生活に反映させることで，認知症高齢者にど
のような影響を与えるかを明らかにすることであ
る．
２．研究方法
２．１　研究対象
研究の協力を得られた石川県のグループホーム
で，２ユニット 18 名入所の１施設を対象とした．
対象施設の所在地は，石川県内の中央に位置し，
かつては漁業と繊維産業を生業とする人が多くい
た地域であり，現在は近隣都市のベッドタウンと
して機能している．対象者は，①軽度から中等度
の認知症高齢者であること，②認知症による著し
い行動・心理症状が認められないこと，③基礎疾
患等の病態が安定していること，④会話が可能で
あることの４点を条件とし，本人と家族の双方の
同意が得られた６名が研究参加者となった．
２．２　調査期間
調査期間は平成 27 年８月～ 10 月である .
２．３　調査方法
次の４つの段階を踏み，調査を実施した．
（第１段階）研究者らは関係構築のためグループ
ホームを訪問して入所者と共に１週間過ごし , 該
当する認知症高齢者の方に研究参加の意思を確認
した．
（第２段階）研究参加者にこれまでの人生や生活
習慣，今後の希望について半構成的面接法により，
居室にて話を聴いた．なお面接は１人あたり１～
２回実施した．
（第３段階）インタビュー内容を逐語録に起こし，
自分史，現在の生活への思い，今後の希望につい
て，語られた内容をメモリーブックに記した．さ
らに関連の写真や資料を載せメモリーブックを作
成し，研究参加者と共に読み合わせ，修正や加筆
を行った．
（第４段階）メモリーブック完成後，研究参加者
に渡し２週間後メモリーブックの活用状況や研究
参加者の反応の変化を確認した．
メモリーブック作成過程における変化を見るた
めに，研究参加者との会話の内容や表情，生活上
の変化など観察したことを，フィールドノートに
記録した．
認知機能については，関係構築の期間，インタ
ビュー時，メモリーブック完成時，メモリーブッ
ク完成から２週間後の４段階において，「N 式老
年者用精神状態尺度」（以下「NM スケール」と
表記）を用いて推移を評価した．意欲については，
「意欲の指標（Vitality index）」（以下「VI」と表
記）を用いて推移を評価した．先述した後藤ら  7）
の先行研究において NM スケールを用いており，
本研究でも NM スケールを評価指標として採用
した．メモリーブックの作成にあたり，研究参加
者と読み合わせ加筆・修正を行いながら共に作成
したこと，NM スケール・VI で認知機能や意欲
の変化の推移を観察したことが本研究の特徴であ
る．また，NM スケール・VI ともに，客観的に
研究参加者の生活状況をみて，第三者が判定する
評価ツールである．判定は対象者の生活状況をよ
く理解しているスタッフとともに行い，客観性を
担保した．
NM スケールは，家事・身辺整理，関心・意欲・
交流，会話，記銘・記憶，見当識の下位５項目に
ついて評価して認知機能を測るものである．合計
得点が低い程，認知症が重度であることを示す． 
意欲の指標は，起床，意思疎通，食事，排泄，
リハビリ・活動の下位５項目について３段階評価
で行い，生活行動に対する意欲を推し量るもので
ある．得点は０～ 10 点であり，得点が高いほど
意欲が高いと判定される．
２．４　分析方法
インタビューやメモリーブック確認時に語られ
た内容を逐語録に起こした．逐語録やフィールド
ノートに記録したものを元に，時系列に沿って対
象の言動や反応の変化を一覧表にまとめた．NM
スケールや VI の推移とも関連付けて，６事例に
ついて一人ひとりの個々の変化の意味を，言葉や
社会的交流の観点から研究者間で検討した．
２．５　倫理的配慮
研究の主旨・方法・倫理的配慮については書面
と口頭で確認し，研究参加者本人の意思確認だけ
でなく，家族の意思確認も行い，双方の同意書を
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もって承諾が得られたと判断した．インタビュー
やメモリーブックの読み合わせなどを行う際は，
その都度，本人に研究参加について確認を行い実
施した．研究参加は自由意志であり断っても不利
益はないこと，体調不良等で参加できない際には
本人の意思を尊重し実施しないこと，中途辞退も
可能なこと，答えたくない内容については答える
必要はないことを書面で明示した．インタビュー
を行う際には，スタッフが同席し見守りを得て実
施した．また，データの分析にあたっては，施設
名や個人名が特定できないように表記し，匿名性
を守った．
なお，本研究は石川県立看護大学倫理審査委員
会の承認を得て実施した（看大第 470 号）．
３．結果
３．１　研究参加者の概要
研究参加者の概要は表１の通りである．表１に
示すように，対象はいずれも女性で 80 代前半か
ら90代前半である．出身地をみると，１名は県外，
５名は県内出身である．認知症の診断名について
は，１名がレビー小体型認知症，２名がアルツハ
イマー型認知症であり，３名については明確な診
断名がついていなかった．
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表１．研究参加者の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
1)レビー小体型認知症 2)アルツハイマー型認知症 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2．研究参加者の生活歴の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 対象 性別 年齢 診断名 出身 
 A 氏 女性 90 代前半 LD1) 県外 
 B 氏 女性 80 代後半 AD2) 県内 
 C 氏 女性 80 代前半 不明 県内 
 D 氏 女性 80 代後半 不明 県内 
 E 氏 女性 80 代後半 不明 県内 
 F 氏 女性 90 代前半 AD 県内 
対象 対象が語った主な生活歴 
A 氏 洋裁を学び，洋裁を教えていた．結婚後は，  
夫の転勤のため出身地以外の都市で過ごす． 
B 氏 女学校を卒業し教師となる．結婚後も県内の
学校にて，長年教師として働く． 
C 氏 子育てしながら，夫とともに建築関係の自営業
を営む． 
D氏 幼少期は家業の養蚕を手伝う．職人と結婚し，
織場で働きながら家計を支えた． 
E 氏 漁師町で育ち，両親について県外で漁業の手伝
いをしていた．結婚し二人の娘を育てる． 
F 氏 長年和裁の仕事に携わる．結婚後も，家族の
協力で和裁の仕事を続け，弟子もいた． 
表１．研究参加者の概
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３．２　研究参加者の生活歴の特徴
語られた主な自分史から，対象者の生活歴の特
徴を示したものが表２である．６名全員が結婚し
家庭を築いていたが，結婚後専業主婦となった
A 氏１名を除いて，５名が仕事や家業の手伝い
をしながら家事や育児を担ってきた人たちであっ
た．
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３．３　 メモリーブック作成過程における研究参
加者の変化
メモリーブック作成過程における対象者の言動
や行動の変化の概要については，表３に示した．
なお，メモリーブック作成過程とは，研究参加者
との関係構築の期間，インタビュー期間，メモリー
ブックの読み合わせ，メモリーブック完成から１
週間後の全過程を指す．
（１）　言葉や行動の変化
研究参加者らは，第１段階の関係構築の期間で
は研究者らとの関わりに敬遠気味で言葉数も少な
かった．しかし，研究者らとの関わりが継続し関
係性が構築される中で，少しずつ会話ができるよ
うになった．
インタビュー時には，D 氏は伊勢参りに２度
行ったことを懐かしそうに語った． F 氏はかつ
て和裁教室を開き生徒に和裁を教えていたことを
語った．これらはグループホームでの普段の会話
では聞かれなかった内容であり，これまでスタッ
フや他の入居者など周りの人に語らなかったこと
であった．２度目のインタビューでは，語りの内
容は広がり，話す言葉数が増えた．昔を思い出し
て声をあげて笑ったり，過去を振り返り「いい人
生だった」と涙ぐんだりする様子もみられた．
また，語られた内容を文章化し，関連の写真を
添えたメモリーブックを読み合わせすると，より
積極的に過去を語るようになった．さらにメモ
リーブックに載った写真をみて新たな思い出やエ
ピソードを語った．D 氏はインタビュー時には，
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話
を
固
辞
す
る
．
 
幼
少
時
代
，
教
師
時
代
や
受
け
持
ち
生
徒
と
の
思
い
出
，
戦
争
中
の
こ
と
，
現
在
の
生
活
に
つ
い
て
話
す
．
 
写
真
を
見
て
「
懐
か
し
い
な
」
と
話
し
，
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
関
し
て
さ
ら
に
詳
し
く
話
を
す
る
．
体
調
不
良
を
訴
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
．
 
会
話
が
増
え
，
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
他
者
に
見
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
．「
（
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
は
）
私
の
宝
物
」「
俳
句
と
か
も
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
話
す
．
 
C
氏
他
の
入
居
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
会
話
し
て
過
ご
す
．
研
究
者
が
話
し
か
け
る
と
「
話
す
こ
と
な
ん
か
な
い
」
 と
応
じ
る
．
 
地
元
の
祭
り
や
夫
と
支
え
あ
い
自
営
業
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
話
す
．
希
望
に
つ
い
て
「
共
同
生
活
だ
か
ら
ね
．
そ
う
い
う
こ
と
は
言
う
も
の
で
は
な
い
」
と
話
す
．
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
渡
す
と
，「
こ
ん
な
い
い
が
作
っ
て
も
ら
っ
て
」
と
涙
ぐ
む
．「
こ
こ
に
い
て
は
昔
の
話
は
せ
ん
．
生
ま
れ
も
違
う
も
ん
ば
っ
か
や
し
．
聞
い
て
く
れ
る
と
す
ご
く
い
い
わ
」
と
話
す
．
 
他
の
入
所
者
に
「
私
の
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
見
て
」
と
促
す
．「
ま
た
祭
り
に
い
き
た
い
ね
」「
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
い
」
と
話
す
．
D
氏
の
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
読
み
，
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
労
う
．
 
D
氏
入
居
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
会
話
し
研
究
者
と
の
会
話
に
友
好
的
に
応
じ
る
．「
今
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
」
と
話
す
．
 
幼
少
期
の
養
蚕
の
手
伝
い
や
伊
勢
参
り
の
思
い
出
，
家
計
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
夫
を
支
え
た
こ
と
を
話
す
．
 
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
何
度
も
読
み
返
し
，
新
た
に
思
い
出
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
．
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
他
の
人
に
も
見
せ
，
昔
話
を
す
る
．
 
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
何
度
も
読
み
返
す
．
他
の
入
居
者
の
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
い
る
．
写
経
の
話
な
ど
，
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
話
題
を
ス
タ
ッ
フ
に
話
す
．
 
E
氏
日
中
寝
て
い
る
こ
と
が
多
く
，
他
の
入
居
者
と
話
す
こ
と
は
殆
ど
な
い
．
研
究
者
が
声
を
か
け
る
と
「
他
の
人
に
し
て
」
と
固
辞
す
る
．
 
幼
少
期
に
つ
い
て
聞
く
と
，「
忘
れ
た
．
思
い
出
せ
な
い
」
と
話
す
．
ま
た
昔
を
語
る
こ
と
に
つ
い
て
「
ぼ
ろ
が
出
る
と
い
け
な
い
」
と
話
し
た
め
ら
い
が
み
ら
れ
る
．
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
見
て
幼
少
期
に
過
ご
し
た
地
名
や
漁
業
の
手
伝
い
を
思
い
出
し
語
る
．
馴
染
み
の
食
べ
物
の
写
真
を
見
て
「
ま
た
食
べ
た
い
」
と
話
す
．「
散
歩
に
行
き
た
い
.墓
参
り
に
も
行
き
た
い
」
と
語
る
．
 
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
の
写
真
を
見
て
，
横
に
座
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
入
居
者
に
「
懐
か
し
い
ね
ぇ
」
と
話
し
か
け
る
．
入
居
者
同
士
で
互
い
の
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
読
み
合
い
し
て
い
る
．
 
F
氏
ト
イ
レ
介
助
や
移
乗
の
際
に
，
抵
抗
が
み
ら
れ
，
介
助
者
や
研
究
者
の
手
を
叩
く
こ
と
が
あ
る
．
発
語
し
て
も
1
語
文
や
2
語
文
が
多
い
．
 
和
裁
学
校
，
裁
縫
教
室
の
思
い
出
に
つ
い
て
，
3
～
5
語
文
で
話
す
．
当
時
を
振
り
返
り
「
い
い
人
生
だ
っ
た
」
と
涙
を
流
す
．
「
希
望
な
ど
な
い
」
と
話
す
．
 
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
の
写
真
を
見
て
，
幼
少
期
の
遊
び
や
和
裁
学
校
，
裁
縫
教
室
で
の
思
い
出
を
さ
ら
に
語
り
，
着
物
の
仕
立
て
方
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
や
研
究
者
に
説
明
す
る
．
 
自
ら
声
を
あ
げ
て
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
朗
読
す
る
．
朗
読
後
，
他
の
入
居
者
の
裾
を
直
す
．
ス
タ
ッ
フ
か
ら
，「
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
読
ん
だ
後
に
介
助
す
る
と
手
を
叩
く
な
ど
の
抵
抗
が
み
ら
れ
な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
．
 
表
３
．
メ
モ
リ
ー
ブ
ッ
ク
作
成
過
程
に
お
け
る
研
究
参
加
者
の
言
動
や
行
動
の
変
化
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これまでの人生について「忘れた．思い出せない」
と繰り返し，自ら語ることが少なかった．幼少期
に地元を離れて家族と共に県外で生活していた時
期があったが，これまで地名を問うても思い出す
ことができなかった．しかし，メモリーブックを
読み合わせしていた時に，写真や地名の載った地
図を見て，かつて生活していた地名や幼少期のこ
とを思い出し，当時のことを懐かしそうに語った．
メモリーブック作成から２週間後には，普段排
泄介助の際にスタッフの手を叩くなどの抵抗がみ
られた F 氏について，メモリーブックを読んだ
後は，抵抗がみられないとの声がスタッフから聞
かれた．
（２）　今後の希望を語る
今後の希望については，インタビュー時の段階
では，研究参加者の多くから「希望などない」と
の声が聞かれた．しかし，メモリーブックの読み
合わせを行い，対象者と共に作成を進める中で，
各々の研究参加者から「散歩に出かけたい」「墓
参りをしたい」「家を見に行きたい」「地元の祭り
を見に行きたい」といった希望が聞かれるように
なった．
排泄，清潔行動においての生活習慣や希望につ
いては，インタビュー時には「今の生活で満足し
ている」との声や，「そういうこと（希望）は言
うものではない」との声が聞かれた．しかし，メ
モリーブックに載せた馴染みの食事を見て，「佃
煮を食べたい」「かきもちを食べたい」など食事
への希望を表出した人もいた．更に作成から２週
間後には，B 氏から「俳句を始めたい」という声
も聞かれた．
（３）　社会的交流の変化
他者との関係性にも変化がみられた．関係構築
の期間では，対象者は一部のスタッフや入居者と
のみ会話していた．しかし，メモリーブックの読
み合わせから完成までの間に，C 氏，D 氏，E 氏
は横にいる他の入所者やスタッフに，「こんなん
やったわ．懐かしいね」と共感を求め，声をかけ
る様子がみられた．また，互いのメモリーブック
を見せ合い，研究参加者同士で交流する場面もみ
られた．B 氏はこれまで一部のスタッフにだけ自
身の経歴などを話し，自身について他者に知られ
ることに抵抗感があった．しかし，メモリーブッ
クの完成後は，スタッフ全員に自らメモリーブッ
クを見せ , これまでの人生を語るようになった．
また，「思い出したことがあるから，あなた（研
究者）に話さなきゃと思っていた．」と話し，蘇っ
た記憶を自身の中に留めておくのではなく，他者
に積極的に語ろうとする様子もみられた．
A 氏は，「お客さんが来たときにこれ（メモリー
ブック）を見せて自分を紹介する」と語った．C
氏は，自分のメモリーブックを他の入所者に見る
ように勧めていた．F 氏は他の入所者の服の裾を
直そうとするなど，自ら他者と関わりを持つ場面
がみられた．
３．４　NM スケールの推移
NM スケール総得点は，図１に示すように B
氏については実施前とメモリーブック作成から２
週間後の間で変化はなかった．他５名については，
２点から最高で 12 点の増加がみられた．NM ス
ケールにおける下位項目の記銘・記憶，見当識は，
６名中４名に得点の増加がみられた． 
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表 4．Vitality index 得点の推移 
対象 関係構築
の期間 
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図１．NM スケール得点の推移
３．５　意欲の推移
VI については，A 氏は実施前後で変化はみら
れず，B 氏は 10 点中１点減少した．他４名につ
いては，10 点中１点の増加がみられた．（表４）
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表 4．Vitality index 
４．考察
認知症高齢者の自分史や現在の生活への思い，
今後の生活の希望を聴き取り，その結果を【メモ
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リーブック】として媒体にまとめ，本人やスタッ
フと共有する取り組みを行い，研究参加者の変化
を述べた．【メモリーブック】作成過程における
認知症高齢者の記憶の想起や意欲への影響，希望
を聴き取ることの意味について考察する．
４．１　記憶の想起への影響について
作成したメモリーブックを研究参加者と共に読
み合わせていく中で，研究参加者は言葉数が増え
るだけでなく，忘れていた記憶を思い出し，これ
まで語らなかった内容を語るようになった（記憶
の想起）．認知症高齢者の自覚的体験として，「記
憶障害」や「言葉の出にくさ」があるとされてい
る  13）．メモリーブックには，研究参加者本人が
語った内容を文章化したものと，これに関連した
写真を載せている．文章や写真など視覚化された
ものが，記憶を補い，記憶を想起させる媒体とな
るため，認知症高齢者の語りを促す結果となった
と考えられる．
NM スケールを用いた客観的な評価において
も，この期間における認知機能の維持・向上がみ
られた．研究参加者６名のうち，５名について
NM スケール総得点が増加しており，認知機能が
維持・向上したことが示唆された．下位項目では，
４名において記銘・記憶，見当識が向上した．自
分史を語ることや，メモリーブックによる視覚的
な刺激により，記憶の想起が促されたのではない
かと考える．また，今回の取り組みは，作成した
メモリーブックを使い，読み合わせなどを行うこ
とにより，認知症高齢者に対して個別の回想法を
行ったともいえ，このような時間を持ったことが
研究参加者の認知機能の維持につながったと考え
る．
NM スケールが維持または改善されたという結
果は，先行研究における生活史をケアに活用した
後藤ら  7）の報告とも同様であった．
認知症の進行により，現在保たれている記憶も
今後喪失していく可能性がある．しかしメモリー
ブックがあることで，研究参加者の歩んできた過
去が可視化され，これまでの人生を本人だけでな
く，スタッフや家族も辿ることができ，日々のケ
アに活用することができると考える．このため，
認知症高齢者本人の機能維持だけでなく，スタッ
フや家族への効果も期待される．
４．２　意欲への影響について
VI による客観的な得点の推移と発言内容を見
ると，６名中５名において VI は維持，あるいは
わずかに向上することが示唆された．B 氏は，
VI において１点低下したが，今後について「俳
句を始めたい」とスタッフに打ち明けるなど，新
たなことを始めたいという希望が表出されてい
た．
認知症高齢者は認知機能が維持できなくなるこ
と で， 自 己 効 力 感 が 低 下 す る 傾 向 に あ る．
Bandura 14）は , 自己肯定感の低い人は意気が低下
するとしており，自己肯定感と意欲の関係性につ
いて言及している．
メモリーブック作成過程において，対象者の多
くは，自分の今までの人生を振り返り，「よく夫
を支えてきた」「いい人生だった」と肯定的にと
らえられていた．
一方で，インタビュー時には，E 氏からは過去
を語ることについて「ぼろが出るといけない」と
いう発言があり，今の自分が過去を語ることへの
ためらいや怖さもあり，このような思いを抱えた
中で自己の人生を語ったと思われる．しかし，良
いことも悪いことも含めて自分の人生を肯定的に
とらえ，語ることができたことは，エリクソンの
言う老年期の発達課題「自我の統合性」を支援す
ることにつながるのではないかと考える．すべて
の認知症高齢者が自己の人生を肯定的に語ること
ができるとは限らないが，人生の失敗や挫折も含
めて自分を受け入れ認めていくことを支援する取
り組みは，認知症高齢者にも有用であることが示
唆された．回想法は，満足感や自尊心の向上など
情動的な側面に関する精神機能の維持改善に効果
があるとされており，先行研究を支持する結果と
なった  8）．更に，他の入居者やスタッフにメモリー
ブックを見せ，自分のこれまでの人生を他者に語
り自己を知ってもらえたという体験は，自尊感情
を高めることにつながり，気持ちの安定や意欲の
向上につながったのではないかと推察できる．
しかし，認知症高齢者はその日の体調や，研究
者以外の他者との関わり，活動状況などにより認
知機能や意欲が影響を受けることも考えられ
る . 今回のメモリーブックの作成過程のみで , 研
究参加者の認知機能や意欲が維持・向上したと断
定することは出来ないが , メモリーブックを媒体
としたケアの継続が認知症高齢者の表現力を高め
る可能性が示唆された．
４．３　希望を語ることが持てる力を引き出す
現在の生活や今後についての希望を聞いたとこ
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ろ，はじめは「共同生活だからね」や「そういう
ことは言うもんじゃない」などの発言があり，何
らかの希望を持っていても，自制し希望を表出し
ていないことが伺えた．メモリーブック作成過程
の中で，「墓参りに行きたい」，「○○が食べたい」
などの希望が聞かれ，認知症高齢者も生活や今後
について何らかの希望（ニーズ）を持っているこ
とが分かった．
先行研究では，過去のイベントを取り上げ会話
を引き出す取り組みはみられたが，現在から先の
ことを話題にした取り組みはみられなかった．本
研究において新たに発見できたことである．
希望を語るということは，現在から将来の自分
の姿をイメージできるという能動的な脳の働きで
ある．認知機能の衰えが根本的な問題となる認知
症高齢者にとって，今後の生活を能動的に考えら
れるような支援は，認知機能の低下を抑止する関
わりとなる可能性が見出された．
本研究では，介入前後において，認知機能と意
欲の向上が示唆された．これらはそれぞれ独立し
た結果ではなく，研究者らと時間を共有し , メモ
リーブックの作成過程を通して希望を語ることが
意欲の高まりにつながるなど，相互作用的に働い
た結果であるとも考える．またその中で，他者と
の交流に消極的であった対象が，自ら他者と関
わったり，希望を表出したりするなど，対象の持
てる力が引き出された．
よって，認知症を有していても，対象のこれま
での人生や今後の希望を尊重することにより，そ
の人の持てる力を引き出し，意欲や認知機能の維
持・向上につなげられるのではないかと考える．
今後の課題は，認知症高齢者に潜在している可
能性のある希望を引き出し，ケアに取り入れてそ
の効果を実践の場で検証していくことである．
５．結論
メモリーブックを活用したケアの効果は，認知
症高齢者の言葉数の増加だけではなく忘れていた
記憶の想起など認知機能の維持やスタッフや家族
とのコミュニケーションをとる媒体として有効で
あると推察できる．また，自己を肯定的に語るこ
とが増え，これまでには聞かれなかった希望も語
るようになり，意欲の向上にもつながることが示
唆された．
６．本研究の限界
本研究は１か月半という短期間での調査であ
り，メモリーブック作成過程が認知症高齢者の認
知機能や意欲を改善するというには限界があり，
継続した介入など , 長期的な効果の検証が必要で
ある． 
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Effect of Care using Memory Books for Elderly with Dementia
Kumi MATSUI，Momoko UEDA，Narumi TAKAMOTO
Yukie TAMURA，Kazuyo KAWASHIMA
Abstract
　The purpose of this study was to elicit narratives from elderly with dementia (hereafter, elderly) 
about their past and recent experiences and their future expectations and hopes: their narratives 
were used to create a personal memory book for each elderly; these books were shared with the 
elderly themselves and with their care workers; the effectiveness of utilizing the Memory Books for 
care was then assessed. Hearing investigation was carried out via a semi-structured interview with 
each of six elderlies who were scheduled to move into a group home for elderly in Ishikawa 
prefecture between August and September of 2015. The memory book was created based on the 
contents of the interviews. Another assessment by interviewing was conducted via four steps in 
which each elderly's behavior and objective changes were observed and recorded. The four 
chronological steps were as follows: 1. Before the hearing investigation; 2. During the period of the 
investigation; 3. When the memory book was completed; and 4. Two weeks after the completion of 
the memory book. Each elderly’s cognitive function and motivation level were assessed by use of a 
scale that could measure them in the assessment. Results of the investigation suggest that care 
utilizing Memory Books may contribute to elderly's improved motivation and cognitive function. 
Additionally, casual interactions with elderly focusing on their past, present and future experiences 
may also contribute to maintaining their overall functioning as well as to preventing their cognitive 
decline.
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